
日
本
経
済
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

の
深
刻
な
景
気
後
退
を
脱
し
、
景
気
の

方
向
は
緩
や
か
な
が
ら
回
復
の
動
き
が

続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
景
気
の
谷
が

深
か
っ
た
だ
け
に
需
要
は
弱
く
、
経
済

活
動
の
現
場
で
は
「
需
要
が
な
く
モ
ノ

が
売
れ
な
い
」、
ま
た
「
競
争
が
激
化

し
販
売
価
格
が
下
が
る
」
と
い
っ
た
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

実
際
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
ど
の

程
度
の
需
要
が
失
わ
れ
た
の
か
。
市
場

の
取
引
価
格
を
ベ
ー
ス
と
し
た
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
動
き
を
み
る

と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
挟
ん
だ
２

０
０
８
年
４
―

６
月
期
か
ら
09
年
４
―

６
月
期
ま
で
の
１
年
間
で
６
・
５
％
減

少
し
て
い
る
。
最
も
減
少
し
た
の
が
輸

出
で
38
・
０
％
の
減
少
、
さ
ら
に
輸
出

の
急
減
は
内
需
に
も
波
及
し
、
設
備
投

資
25
・
５
％
減
、
個
人
消
費
２
・
４
％

減
な
ど
内
外
需
の
幅
広
い
分
野
で
需
要

が
蒸
発
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
国
内
需
要
の
減
少

を
受
け
て
物
価
も
低
下
圧
力
が
強
ま
っ

て
い
る
。
国
内
物
価
の
実
勢
を
示
す
内

需
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
09
年
７
―

９
月
期

に
は
前
年
同
期
比
▲
２
・
６
％
と
51
年

ぶ
り
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た
。

一
方
、
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
世

界
的
に
需
要
が
不
足
す
る
な
か
で
中
国

を
は
じ
め
と
し
た
新
興
国
が
台
頭
し
て

お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
新
し
い
バ

ラ
ン
ス
を
模
索
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
な
か
、
わ
が
国
が
再
び
成
長
路

線
に
乗
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
外
需
の
自
然
回
復
を
待
つ
だ
け
で

は
な
く
、
国
内
外
で
新
し
い
需
要
の
芽

を
育
て
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

外
需
回
復
三
つ
の
課
題

ま
ず
、
外
需
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
わ
が
国
の
輸
出
を
け
ん
引
し
て
き
た

米
国
経
済
の
急
回
復
が
見
込
め
な
い
な

か
で
、
輸
出
の
新
し
い
あ
り
方
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
新
し
い
輸
出

先
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
も
プ
ラ
ス
成
長
が

続
い
て
い
る
新
興
国
で
あ
る
。

■
広
が
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
と
、
先
進
国
が
マ
イ

ナ
ス
成
長
で
低
迷
す
る
な
か
新
興
国
の

成
長
率
は
09
年
の
１
・
７
％
か
ら
10
年

に
は
５
・
１
％
に
上
昇
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
特
に
ア
ジ
ア
の
新
興
国
は

中
国
が
９
・
０
％
、
イ
ン
ド
が
６
・
４

％
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
５
カ
国
が
４
・
０
％

と
高
い
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
興
国
の
急
成
長
に
よ
り
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と
い
わ
れ
る
消
費

市
場
が
拡
大
し
て
い
る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
と
は
消
費
の
中
心
に
な
る
所
得

層
の
こ
と
で
、
所
得
が
１
万
ド
ル
以
上

EPORTUSINESSB R

景気は最悪期を脱したものの総需要

は低迷しており、経済活動の現場では

依然として厳しい状況が続いている。

外需については、これまで世界経済

をけん引してきた米国経済に力強さが

なく、内需についても主役の個人消費

は長期的に伸び悩んでいる。

こうしたなか、わが国が再び成長路線

に乗るために内外需の新しい芽を育て

ることが求められている。

失われた需要をどう取り戻すか失われた需要をどう取り戻すか
外需と内需、回復のための3つの課題

新年産業展望



に
な
る
と
生
活
が
安
定
し
家
電
や
自
動

車
な
ど
耐
久
消
費
財
の
購
買
が
活
発
に

な
る
。
通
商
白
書
に
よ
る
と
、
日
本
を

除
い
た
ア
ジ
ア
地
域
の
世
帯
可
処
分
所

得
「
５
千
ド
ル
超
１
万
５
千
ド
ル
以
下
」

の
人
口
は
１
９
９
０
年
に
は
１
億
人
で

あ
っ
た
が
２
０
０
０
年
に
は
１
・
６
倍

の
１
億
６
千
万
人
へ
、
そ
し
て
08
年
に

は
７
億
５
千
万
人
と
、
８
年
間
で
４
・
６

倍
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
新
興
国
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ

ー
ン
は
日
本
の
企
業
に
と
っ
て
必
ず
し

も
得
意
な
市
場
で
は
な
い
。
市
場
を
製

品
の
品
質
や
価
格
に
よ
り
分
け
る
と
、

「
ハ
イ
エ
ン
ド
」、「
ミ
ド
ル
」、「
ロ
ー
エ

ン
ド
」
の
三
つ
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
ミ

ド
ル
」
市
場
は
「
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
」

と
「
ミ
ド
ル
エ
ン
ド
」
に
分
け
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
自
動
車
で
は
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ

ス
や
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
「
ハ
イ
エ
ン
ド
」、

「
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
」
は
レ
ク
サ
ス
や

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
、
カ
ロ
ー
ラ
や
フ
ィ

ッ
ト
は
「
ミ
ド
ル
エ
ン
ド
」
に
な
る
。

そ
し
て
、
最
も
安
い
「
ロ
ー
エ
ン
ド
」

は
イ
ン
ド
の
タ
タ
自
動
車
が
10
万
ル
ピ

ー
（
19
万
円
程
度
）
で
売
り
出
し
た
ナ

ノ
で
あ
る
（
図
1
）。

日
本
は
こ
れ
ま
で
ハ
イ
エ
ン
ド
と
ミ

ド
ル
市
場
に
高
品
質
の
製
品

を
投
入
し
て
成
功
し
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
日
本
製

品
の
世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア

低
下
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
現
象

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
化
と
は
、
製
品
が
日

本
市
場
の
高
い
要
求
水
準
に

合
わ
せ
て
高
度
化
し
世
界
標

準
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
う

現
象
の
こ
と
で
、
日
本
の
製

品
を
太
平
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

諸
島
で
独
自
の
進
化
を
と
げ

た
生
物
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
携
帯

電
話
や
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
技

術
的
に
は
世
界
の
最
先
端
を

行
っ
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
が

高
か
っ
た
り
世
界
標
準
と
異
な
る
技
術

を
採
用
し
て
い
た
り
す
る
た
め
世
界
シ

ェ
ア
は
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

か
た
や
、
新
興
国
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ

ー
ン
は
「
ま
ず
価
格
あ
り
き
」
の
市
場

で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
従
来
の
高
機

能
・
高
価
格
の
製
品
を
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー

ド
す
る
だ
け
で
は
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な

い
だ
ろ
う
。
新
興
国
も
お
国
柄
が
あ
り

生
活
習
慣
や
感
性
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

顧
客
は
だ
れ
か
、
顧
客
は
何
を
求
め
て

い
る
の
か
。
こ
う
し
た
現
地
目
線
で
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
製
造
業
の
経
営
課

題
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
広
が
る
商
圏

新
興
国
を
狙
っ
て
い
る
の
は
製
造
業

だ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
国
内
の
イ
ン

フ
ラ
型
産
業
が
あ
る
。
新
興
国
で
は
人

口
増
や
工
業
化
に
よ
り
電
力
や
交
通
、

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
需
要

も
旺
盛
で
、
通
商
白
書
に
よ
る
と
、
日

本
な
ど
を
除
い
た
ア
ジ
ア
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
電
力
８
兆
円
、

通
信
２
兆
円
、
道
路
３
兆
円
な
ど
計
15

兆
円
に
達
し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で

は
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
は
飽
和
し
て
お
り
、

海
外
へ
の
事
業
展
開
が
模
索
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
有
望
な
分
野
と
し
て

上
下
水
道
の
建
設
や
水
の
再
利
用
、
海

水
淡
水
化
な
ど
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。

人
口
の
増
加
や
工
業
化
に
よ
り
水
需
要

は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
経
済
産
業
省

に
よ
る
と
、
世
界
の
水
需
要
は
25
年
に

は
３
割
増
加
し
、
な
か
で
も
ア
ジ
ア
の

需
要
が
著
し
く
、
全
世
界
の
取
水
量
の

６
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
が
個
人
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

し
た
内
需
型
産
業
で
あ
る
。
日
本
で
は

人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
国

内
の
個
人
市
場
は
頭
打
ち
に
な
っ
て
お

り
、
海
外
進
出
の
動
き
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
ユ
ニ
ク
ロ
を
展
開
し
て
い
る
フ

ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
は
年
間
１
０

０
カ
店
ベ
ー
ス
の
ア
ジ
ア
出
店
を
続
け

13
年
に
は
売
上
高
の
内
外
比
率
が
同
水

準
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
日
用
品
で

は
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
は
12
年
度
に
も
海

外
売
上
高
が
国
内
売
上
げ
を
逆
転
、
資

生
堂
と
花
王
は
ア
ジ
ア
で
の
生
産
・
販

売
を
拡
大
し
、
そ
れ
ぞ
れ
17
年
度
と
20

年
度
に
海
外
売
上
げ
が
５
割
を
超
え
る

と
予
想
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
品
で
は

昨
年
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
経
営

統
合
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
目
的
の
一

つ
は
海
外
市
場
の
開
拓
に
力
を
注
ぐ
た

め
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
や
、
国
境

は
広
が
り
ア
ジ
ア
市
場
は
内
需
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。

■
か
っ
こ
い
い
日
本

反
対
に
、
海
外
で
は
日
本
に
対
す
る

関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
エ

マーケット構造 

ロールスロイス 
フェラーリ  等 

レクサス 
インフィニティ  等 

カローラ 
フィット  等 

ナノ（印タタ自動車） 等 

企業の利益構造 

高利益率 

低利益率 

ハイエンド 

アッパーミドル 

ミドルエンド 

ローエンド 

出所：平成22年度経済産業政策の重点ポイント（経済産業省）をもとに作成

図 1 日本企業の製品ポートフォリオ（自動車の例）



キ
ス
ポ
は
毎
年
パ
リ
で
開
か
れ
る
マ
ン

ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た

日
本
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、
昨

年
の
来
場
者
は
16
万
人
と
２
年
で
２
倍

に
増
え
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、

昨
年
は
日
本
映
画
の
「
お
く
り
び
と
」

と
ア
ニ
メ
の
「
つ
み
き
の
い
え
」
が
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
う
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ザ

イ
ン
な
ど
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
は
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
と
い
わ
れ
国
際
的
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
コ
ン
テ
ン
ツ

と
は
映
画
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
娯

楽
や
教
養
の
た
め
の
情
報
の
総
称
、
ク

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
ク
ー
ル
と
は
「
か
っ

こ
い
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
海
外
の
評
価
は
必

ず
し
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
生
か
さ
れ
て
い

な
い
。
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
市
場
規
模

は
世
界
で
は
７
％
前
後
で
成
長
し
て
い

る
が
、
わ
が
国
で
は
こ
の
と
こ
ろ
頭
打

ち
傾
向
に
あ
る
。
案
外
、
日
本
人
は
日

本
の
ク
ー
ル
さ
に
気
が
つ
か
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
に
つ
い

て
も
、
こ
う
し
た
海
外
目
線
で
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
重
要
な
の

は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け

で
な
く
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
ハ
ー
ド
（
製

品
）
の
魅
力
を
高
め
付
加
価
値
を
増
す

か
ら
で
あ
る
。

内
需
回
復
三
つ
の
課
題

一
方
、
内
需
に
目
を
向
け
る
と
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
半
分
以
上
を
占
め
る
個
人
消
費
が

長
期
的
に
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
名
目
ベ
ー

ス
で
み
る
と
１
９
９
８
年
度
か
ら
２
０

０
８
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
２
・
６
％

の
増
加
、
年
率
に
す
る
と
０
・
２
％
の

伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
個
人
消
費

が
長
期
的
に
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
は
、

①
人
口
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
、
②
雇

用
の
非
正
規
化
な
ど
に
よ
り
賃
金
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
③
社
会
保
障
な

ど
の
将
来
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
内
需
を
回

復
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
に

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
対
処
す
る
一
方
、
個

人
消
費
を
刺
激
す
る
魅
力
的
な
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
待
た
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
内
需
回
復
の

三
つ
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

■
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
消
費

ま
ず
、
個
人
消
費
の
内
訳
を
み
る
と
、

08
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
自
動
車
や
家

電
な
ど
の
耐
久
財
は
３
・
２
％
の
減
少
、

衣
料
品
な
ど
の
半
耐
久
財
は
26
・
１
％

減
少
し
た
。
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の

非
耐
久
財
に
つ
い
て
も
１
・
５
％
の
増

加
と
低
調
に
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、

教
育
、
医
療
、
通
信
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
支
出
は
10
％
増
加
し
て
お
り
、

経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
着
実
に
進
ん
で

い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
に
伴
う
医
療
や
福

祉
、
女
性
の
社
会
進
出
や
単
身
世
帯
の

増
加
に
伴
う
家
事
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ニ

ー
ズ
は
高
い
も
の
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス

産
業
が
内
需
の
柱
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
課
題

と
な
る
の
が
、
製
造
業
に
比
べ
て
低
い

と
い
わ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産

性
を
ど
う
上
げ
る
か
、
ま
た
、
顕
在
化

し
て
い
る
医
療
や
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
ど

う
応
え
る
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ニ
ッ

チ
の
ニ
ー
ズ
を
木
目
細
か
く
拾
い
あ
げ
、

潜
在
的
な
サ
ー
ビ
ス
需
要
を
事
業
化
す

る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

■
エ
コ
の「
三
種
の
神
器
」

次
に
求
め
ら
れ
る
の
が
消
費
を
刺
激

す
る
魅
力
的
な
製
品
で
あ
る
。
か
つ
て
、

高
度
成
長
期
に
は
「
白
黒
テ
レ
ビ
」、

「
洗
濯
機
」、「
冷
蔵
庫
」
の
「
三
種
の

神
器
」
が
個
人
消
費
を
引
っ
張
っ
た
。

内
閣
府
と
経
済
産
業
省
で
ま
と
め
ら
れ

た
「
未
来
開
拓
戦
略
」
で
は
、「
エ
コ

カ
ー
」、「
省
エ
ネ
家
電
」、「
太
陽
光
発

電
等
が
導
入
さ
れ
た
省
エ
ネ
住
宅
」
の

三
つ
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
社
会
の
需
要
を
創

出
す
る
「
三
種
の
神
器
」
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。

エ
コ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
や

減
税
な
ど
の
追
い
風
も
あ
り
販
売
が
急

速
に
伸
び
た
。
エ
コ
カ
ー
と
は
エ
コ
ロ

ジ
ー
カ
ー
、
つ
ま
り
環
境
に
や
さ
し
い

低
燃
費
車
で
本
命
は
Ｈ
Ｖ
（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
カ
ー
）
と
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）

で
あ
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
は
「
雑
種
」

と
い
う
意
味
で
、
Ｈ
Ｖ
は
エ
ン
ジ
ン
と

モ
ー
タ
ー
二
つ
の
動
力
を
組
み
合
わ
せ

低
速
時
に
は
モ
ー
タ
ー
が
エ
ン
ジ
ン
を

サ
ポ
ー
ト
、
減
速
時
に
は
モ
ー
タ
ー
を

発
電
機
と
し
て
使
い
燃
費
を
向
上
さ
せ

る
。
か
た
や
、
Ｅ
Ｖ
は
電
池
に
蓄
え
た

電
力
で
モ
ー
タ
ー
を
回
転
さ
せ
る
自
動

車
で
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
が

電
池
の
価
格
が
高
く
走
行
距
離
が
短
い

こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年

は
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
の
Ｈ
Ｖ
が
販
売
を

伸
ば
し
三
菱
自
動
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
が
市
販

さ
れ
た
。
今
年
は
、
日
産
か
ら
Ｅ
Ｖ
が

発
売
さ
れ
る
な
ど
エ
コ
カ
ー
の
品
揃
え

が
充
実
し
、
想
定
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で

エ
コ
カ
ー
が
普
及
し
て
い
る
。

家
電
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
省
エ
ネ

が
必
要
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
エ
ア
コ
ン
で
は
、
２
０
０
８
年
製

は
１
９
９
５
年
製
に
比
べ
て
40
％
省
エ

ネ
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
省
エ
ネ
家
電

の
方
が
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
有
利
に
な

っ
て
い
る
。

三
つ
目
の
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は

昨
年
の
11
月
か
ら
固
定
価
格
買
取
制
度



が
導
入
さ
れ
、
普
及
に
弾
み
が
つ
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。
固
定
価
格
買
取
制
度

と
は
太
陽
光
発
電
で
発
電
し
た
電
力
を

通
常
の
電
力
価
格
よ
り
高
い
価
格
で
電

力
会
社
が
買
い
取
る
制
度
で
、
こ
れ
に

よ
り
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン
で
は
太
陽
光

発
電
が
急
速
に
普
及
し
た
。
日
本
で
は

自
家
消
費
せ
ず
余
っ
た
余
剰
電
力
が
一

般
家
庭
料
金
の
２
倍
程
度
の
48
円
／
ｋ

Ｗ
ｈ
で
買
い
取
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
20
年
か
か
っ
た
投
資
回
収
期

間
が
10
〜
15
年
に
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
。

エ
コ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
エ
コ
を

選
択
す
る
こ
と
に
経
済
合
理
性
が
出
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
と
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
両
立
す
る
時
代

に
入
っ
て
き
た
。

■
需
要
創
生
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
か
つ
て
「
三
種
の
神
器
」
は

ど
の
よ
う
に
市
場
に
浸
透
し
て
い
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
高
度
成
長
期
に
消
費
を

け
ん
引
し
た
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵

庫
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
の
普
及
率
の

推
移
を
み
る
と
、
徐
々
に
市
場
に
浸
透

す
る
「
導
入
期
」、
急
速
に
普
及
す
る

「
成
長
期
」、
そ
し
て
普
及
率
が
頭
打
ち

に
な
る
「
成
熟
期
」
と
Ｓ
字
状
の
カ
ー

ブ
を
描
く
（
図
2
）。
経
済
が
成
長
す

る
時
期
は
「
成
長
期
」
の
製
品
が
消
費

を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
は
薄
型
テ
レ
ビ
は
成

長
期
に
あ
る
も
の
の
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
録
再
機
は
す
で
に
成

熟
期
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
（
図
3
）。

既
存
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は

普
及
率
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
鈍
化
す

る
。
需
要
が
伸
び
る
た
め
に
は
Ｓ
字
カ

ー
ブ
を
描
く
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
次
々

に
現
れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
新
し

い
Ｓ
字
カ
ー
ブ
を
生
み
出
す
の
が
需
要

創
生
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
技
術
革
新
に
限

ら
ず
、
新
し
い
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
人
々
に
新
し
い
価
値
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
乗
用
車
の

Ｓ
字
曲
線
は
成
熟
期
に
入
っ
て
い
る
が
、

Ｈ
Ｖ
や
Ｅ
Ｖ
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
価

値
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
Ｓ

字
曲
線
を
つ
く
り
だ
し
た
。
わ
が
国
は
、

地
球
温
暖
化
問
題
以
外
に
も
少
子
高
齢

化
や
社
会
保
障
制
度
の
不
安
定
化
な
ど

固
有
の
解
決
す
べ
き
課
題
を
か
か
え
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
課
題
を
需
要
の
創
生

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

（
中
小
企
業
の
三
つ
の
課
題
）

先
に
み
た
よ
う
に
、
大
手
企
業
は
新

興
国
へ
の
進
出
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
内
外
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
価
格

競
争
も
さ
ら
に
激
化
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
き

に
、
中
小
企
業
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

中
小
企
業
の
課
題
は
「
個
性
」、「
共
同
」、

「
工
夫
」
の
三
つ
、
つ
ま
り
三
つ
の
Ｋ

で
あ
る
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
間
口
を
広
げ
ず
自

社
の
得
意
な
分
野
を
深
掘
り
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
、「
個
性
」
を
伸
ば
す
こ
と
で

あ
る
。
で
は
、
得
意
分
野
を
伸
ば
す
こ

と
は
良
し
と
し
て
、
得
意
で
な
い
こ
と

は
ど
う
す
る
か
。
得
意
で
な
い
こ
と
は

得
意
と
す
る
者
と
組
む
、
つ
ま
り
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
共
同
」
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
工
夫
」
は
創
意
工
夫
の

工
夫
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
敷
居

が
高
い
が
、
創
意
工
夫
と
と
ら
え

れ
ば
社
員
全
員
で
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

新
年
の
経
済
情
勢
は
先
行
き
不

透
明
感
を
強
め
て
い
る
が
、
こ
の

間
に
も
少
子
高
齢
化
な
ど
の
構
造

変
化
と
新
興
国
の
台
頭
や
エ
コ
ロ

ジ
ー
の
高
ま
り
と
い
っ
た
ト
レ
ン

ド
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
底

流
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と

ら
え
、
自
社
の
成
長
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
新
年
の
課
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
調
査
部
　
部
長
　
森
　
秀
人
）
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出所：消費動向調査（内閣府）により作成

図 2 耐久消費財普及率（1960年～2009年）
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図 3 耐久消費財普及率（1995年～2009年）


